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ことを目的としている。本論文は、理論研究（第 1 章）、制度研究（第 2 章から第 5 章）、








第 2 章から第 5 章は制度研究にあたる。 
第 2 章「我が国における研究開発費会計 1―試験研究費及び研究開発費に関する会計処理
の歴史的変遷―」では、我が国における試験研究費および研究開発費に関する会計処理の歴
史的変遷を渉猟し、そこにみられる変化とそれを巡る議論が詳らかにされている。 




















第 7 章「監査論点としての研究開発費会計―KAMを中心として―」では、2020 年 3 月決





ると判断したことを意味する。第 7 章では、監査報告書に KAM を記載する意義のほか、3
千社を超える 2020 年 3 月決算企業のうち 43 社が KAM を早期適用し、そのうち 2 社が研
究開発費に関する KAM を公表していることが指摘されている。 
第 8 章「研究開発費会計に関する KAM の事例研究 1―三菱ケミカルホールディングスの
『耐用年数を確定できない無形資産の評価』―」および第 9 章「研究開発費会計に関する
KAM の事例研究 2―オリンパスの『開発費用の資産化プロセスと会計処理』―」では、2020








































令和 3（2021）年 2 月 16 日（火曜日）午後 3 時 00 分から午後 6 時 15 分まで web を利
用したオンラインにて開催された口頭試問および審査委員会により、中尾隆太氏の論文が
博士（商学）の学位に値する研究であることを、審査委員会は全員一致により確認した。 
 
